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り合い同士の大学生 4 名ずつで構成される 2 グループ































成 30 年 3 月時点で学生であり、社会福祉士または精
神保健福祉士の専門教育および実習を受け、受験資格
を有し、福祉施設への就職が決まった者であった。
　研究協力者に就職前後で面接調査および質問紙調査
を行った。就職前面接では、職場や業務に対する想
像や予想、および期待を聞き取った。就職後面接で
は、就職後の現実は、就職前の想像や予想、および期
待と異なっていたか否か、異なっていた場合には生じ
た感情を聞き取った。質問項目は就職前面接の回答と
対応するよう作成した。質問紙調査はいずれも日本版
GHQ28 であった。
　研究協力者の語りから、就職前の想像や予想、およ
び期待と就職後の現実との違いと同時に、否定的な
感情が語られていたエピソードを抽出した。そして、
KJ 法に準じた方法でカテゴリーを生成した。その結
果、リアリティ・ショックのカテゴリーとして、「援
助実践の難しさ」、「職員の人間関係」、「予想と異なる
業務」、「勤務時間と手当て」、「職場・職員に対する印
象」、「職場の要求の高さ」、「施設・部署配置」、「資格
と専門性の実際」の 8 つが生成された。そして、それ
ぞれのリアリティ・ショックを防ぐために、就職前の
専門教育を受ける中で、あるいは職場選択や現場に出
るための準備をする段階で、本人が実践可能な方策に
ついて議論した。この議論によって、新卒社会福祉専
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